






































須田本家文書目録ω中の牛堀 ・永山両村に関する絵図には,牛 堀村については 「(牛堀村耕地 ・屋
敷地見取絵図下書)」(欠年),永 山村については 「(永山 ・牛堀両村谷 田側一筆限 田地番人絵 図)」(欠
年)・「(永山村絵 図)」(欠年)と それぞれ表題が付 された絵 図がある。牛堀村の耕地 ・屋敷地見取絵
図 ド書は,縦282mm横400mmほ どの和紙11枚に描 かれ,そ れを袋綴 じに し,冊 子形態 にま とめ ら
れて いる絵図 であ る。 この絵 図 には区画ご とに天保13年検地帳の地 目 ・等級 ・面 積 ・地番や作成時
の所持者名が記入され,屋敷地ごとに屋敷の姿が描かれているほか,高札場もあり,河岸場には舟も














二致可事,佐 原 伊能四郎平妻 くミ,御 両親様の為 且御先和様への為国らん二付我等夫婦の
物 たんせ い…方な らす,殊 二大 切の書物類首 肯(ヵ)候事ハ まったへ私の いっ しん二て か くま い,親 類 立
合の上子孫へ相ゆつ り申所実正也」 とあ る。 この文言から,佐原の伊能四郎平 と妻 くミ一ー須田本家
10代茂重郎娘,11代内蔵八妹(2一が子孫へ譲るために匿ったのはこの絵図1点 だけではないことが窺




改めて この絵 図の原寸 を計 ってみ る と,こ の絵図 は最大縦195cm・最 大横277cmの大型の村絵 図
であ るが(3),その ため この絵図 を開いて検討 する充分 な場所 が得 られなか った こ と,そ して この絵 図
自体未完成な絵図であることが,一 見 して理解されたこと,また,残 存する絵図類か ら推 して近世初






は じめ に記 した ご と くこれ か ら検 討 す る村絵 図 は最大縦195cm・最大 横277cmの大 型 の村 絵 図
で,そ れ自体未完成な絵図である。記入するためと思われる地 目 ・等級 ・面積 ・所持者名などを記し
た何枚 もの付箋が貼 られた紙がまだ絵図の一部 に貼 られており(後掲絵図の東側水田部分),また,
修正のためであろうか,書 き直された張 り紙のある部分もある(後掲絵図山王 日吉神社西側)。絵図
には区画された畑地 ・屋敷地 が描 かれ,そ の間数 ・等級 ・面積 ・所持者 名が記 されてい るが,畑 地全
ての区画にそのような記入があるわけではな く,それら全ての記載のない区画 もあり,また,こ の村






ので,茂 重 郎が庄屋 で あった期 間 とす れば,天 保7(1836)年2月 よ り安 政元(1854)年9月 の間
ということになるω。この絵図によって永山村の寛永検地帳上の屋敷地のあり方の検討が可能だ と述
べたが,寛 永検地帳の1筆i目「は ら 下畠壱反壱畝拾四歩 庄作」を絵図に探すと,後指絵図の188








を把握 してお く目的でこの絵図を作成 したのではないかと考えられるのである。
この絵 図 には畑地 についてはその間数 ・面積 ・所持者 名な どが記 されているのであるが,完 全には
記されていないので,こ れについては省き,屋敷地を含むその他の記入事項の記入位置を示 した附表
とともにこの絵図の トレース図を示す と次の折込 み図のご と くである(5)。この絵図 には方位はな く,
また,寺 社の向きや一区画内の文字記入の向きが同じではないので,ど の位置から見ればよいのか判
然 どしないが,ト レース図は北 側を左 に置 き,文 字位置 もそれ に合わせて記入 してある。
この絵図を見ると,寺社等には堂舎 とともに樹木も描かれている。表題を 「永山村絵図」 とした所
以であ るが,以 下 この トレース図によって永 山村 について見 よう。
集落について詳しくは後にみるが,屋敷地は台地上に散在 しており,寛永期には既に永山村の集落
の原形は形成されていたように考えられる。村内西霞 ヶ浦側の崖下に走る旧麻生玉造小川通=現 国道
355号に沿 って並 ぶ屋 敷地はほ とん どな く,附 表の34・35・286の屋敷地 のほか115の普門院(延 方村)
持の屋敷地 しかな いが,34は新屋敷 であ る。永lll村は漁村 としての性格を も有 して いるが,専 業 漁
師はおらず漁場からの利益は惣村共有 となっていたことが集落のあ り方からも窺われよう。
村内東の谷 田を隔てて戦 国期 に長lll氏の拠 った城 山(附 表の169・170,以下同 じ)が あ り,そ の南
側にねこや(171)の文字があるが,根 小屋集落はない。永山城は大永2年 島崎氏によって攻め落 と
されたが,島 崎 氏は その後 も玉造氏 ・麻生氏 とも戦 っているか ら,永 山城は引 き続 き利用されたこ と
が考えられ,永 山城 と根小屋集落が消滅 したのは天正19年佐竹氏の謀計によって島崎氏が滅ぼされ
た時なのではないかと推測される(6)。ちなみに慶長元年東側隣村堀之内村に建てられた堀之内城の鹿
部には根小屋集落は存続 している。
寺社は村中央よ りやや北に鎮守山王 日吉権現(絵 図には名称記載なし)が描かれているほか地蔵院
(45)・金比羅社(126)・長泉院(188)とその他小堂 ・小祠 が描かれているが,堂 舎 が描 かれていな
いのに感応 院山(74)の名称 もあ る。感応院は惑 応院 画(74)の付近 にあ った寺院 と考 え ら;れるが,
堂舎が描かれていないのは,こ の寺が水戸藩の元禄の寺院整理の際破却されたためであるω。正徳6
年 「破却寺蒔 明次第」(8)による とその ような寺院が永 山村 には3ケ 寺 あ って,地 蔵院(真 言宗,本 寺




があ ったのではないか と思われ る。
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置) 記 入 文 字
35 屋敷五畝拾歩 「屋敷壱畝寸歩 「惣衛門
冒}「 「}「
「 一一 齢一 冒w「 皿 　
かのふや坂
36 此通り一間通路田二成
一 一 一 ・1











一一 ・ 一 冒冒 一 「「一 一
一 一 一 」
4 いな ご田
39 源兵衛 「山


























冒 一 一 「 44 居藪
9
10
」一 一・ 」一 「
11








・ 一 一 一 一 一
47
藪地二成(㈱
冨田 「中台 一 一 ・ 「 冒 π τ 冒}「 「
墓場
12





48 竹藪一 一 ・ π」冨心 置π冨一 π冨一}
下山四反八[]内
「一}買 置 「皿 「
14

















一 丁皿 冒 「 冒}
かハコ山 田地
51








一 一 一・ 一 」
居藪








一 ・一 輪 一 一 ・ 一一一
55
屋敷壱反拾五歩 「義左衛門














}冒 皿 胃　 冒 一 一 胃一 冒
薬師
・一一 一 一一一 一 一 齢一 」一 」 一 一 一一








御休 「}「}冒 ㎜ 「}買 置}一 「}一wπ 「皿wπ 一 「 「冒皿 冒「冒




}皿 一 ㎜ 冒 幽 61 久兵衛 「竹藪 「種井
一 」27 田畠二成 }一 胃























「 一 」」一 ・而「
32














69 欝 璽 分 「甑 衛 「屋糀 反歩「プく
一・一 「・











一 「 一 一
屋敷大敵拾壱歩 「次兵衛一}









"学一 一 一 冒 」 「・一}「
除免
・__」 一一一㎜ 一 『 『,
下 々 「田










一 一 一 ・一 ・一
屋敷三反壱畝弐歩 「三四郎








一皿… 一 一 一 一 「
屋敷 「壱反壱畝拾弐歩 「庄左衛門
79













一 一 」一 一 『 ・『
伊兵衛山 ・
一 ●一 冊 」一一 一
,「一


























一 冒一 『 『「 『
彦十山一}一
一 唖 一__『 119 庄 左衛門[](山 ヵ)
一一 一一一 ・88 屋敷壱畝廿五歩 「半七
一}一 一 ・一 120 C郎衛門山
・一 」一 一 一u一89 除免 「別当




















『 一『 冒}・ 一,一 「 一
寮
92















一 一一 一 」
95
一 一 ・齢・一 」亀
屋敷壱反弐畝壱歩 「彦左衛門
齢 一 重一 「
128,
一 」・
一『 「 一 『
ひしゃ(ヵ)山 一 一 一一 」一
96 屋敷弐畝寸歩(95と同じ区画)


















100 屋敷五 一fl一(99と100の近 くに半 平の
名あ り〉 134 田畠二成 一
221
茨城県行方郡1日牛堀桝須田本家文書の研究 永山村絵図を中心に
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206 屋敷七畝拾四歩(こ の筆の掛かる二区画の東側に与平次,西 側に勘兵衛の名あ り) 241 屋敷弐献七歩
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273 小井戸 290 御林
274 切替田面 291 若林









279 草刈場 296 お ほlll
280 つかはら 「下山八反三献拾歩 297 たきの下








284 かふ(ヵ}山「下山九献拾八歩㎜ 301 井戸
冒}冒 「 一 「
285 空地 302 御林












3)(カ)・(ママ)・(朱筆)ほ かを付 した文字が一字 以上に掛 かる場合は下線で示 した。
地(164)がある。古地 とは長泉院 が享保18年2月 焼 失 して再建 されるまであ った土地であ ろうが{9},
その周囲にはさらに長泉院 と記入された土地 ・屋敷 地 もあ る。 その位置は谷を隔てた永山城の西側で
あ り,長泉院は長山氏 と関係の深い寺院だったことが推測 される。 金比羅社については 「永留」中に
「是ハ他領 ヨリ時花来候所安永年中戌八月百姓介五郎持分之地へ勧請,導 師長泉院」。 (読点,筆 者)
云 々 とあ って, 金比羅社が安永7年8月 百姓介五郎持地へ建立された流行神であったことがわかる。
また,別 の調書には 「参詣霧 散有之 」ll。とも記 されて いる。
この絵図には以上のごとく寛永以降における村内の変化を反映 しているのであるが,以 上のほかこ
の絵 図 には, 小字名 やその他地名,御 株 ・御立 山, 分付 山, 居 薮 ・薮,地 目や地 目変 わ り,郷 蔵,
池 ・井 戸 ・種井,空 地,墓 場等 々が記載 されている。
小字名やその他地名については本紀要50冊拙稿の小字図ほかを参照されたいが,椥 林 ・御立山}
分付山,居 敷 ・数等林野関係についてその所在を見ると,御株 ・御立山寺の藩有林は村内の南(264
・288・290)と北(22・25・26・38)に分 か れ て 広 が っ て お り, 百姓の持山である分付山はその周辺部
や東西の台地縁辺部に展開し,南 には御林にはさまれて草刈場 (279)が設 定されている。 居薮の類
は屋敷地の周辺に見いだせるが,義 左衛門の屋敷地 (54)と義左衛門薮(55)が 隣 接 してい るよう
224
に,居 敷は屋 敷地 に付属 す るもの であ ろ う。 同様 の ものにい ぐねが一 カ所(268)認め ら:れるが,こ
れは薮 より高い樹木からな っていると考えられる。
地 目についてはその変更を記す記載について見る と,田畑成 りは台地西側の湖上や谷入 り口に10
ケ所ほ ど,東側では谷田上や谷入 り口に9ケ 所ほど散見するが,湖 上では水路に接する ところで砂
押の ため畑 とな った 田(132)が認め ら;れる。 田成 りは5ケ 所 ほ どが認 め られ るが,う ち4ケ 所 は渕
上 にあ る。村 内南 方の溜 池(275・276)に北接 す る耕地 には切替 田面(274)と記 され て いるが,明
治20年代 と思われる永山村の耕地図を見ると(12,そこは畑地 となっている。畑地に固定 した時期は不
明だが,そ の切替 とは田から畑あるいは畑から田への切替を意味するもの と思われる。
池 ・井 戸 ・種井 に つい ては 上記 の溜 池の ほか,村 内南 方 に清水 井(249)・井 戸(301)・小 井戸
(273)や名称のない池(231ほか)が 点在 し,北方谷頭部には単に池 とのみ記された池(9)が ある
が,こ の絵図にはこの村の台地の根方や湖上にある無数の田井は記されていない。種井(61・62)は
村内北方の二名の屋敷地に隣接 して存在するのを見ることができる。
郷蔵,空 地,墓 場について見る と,郷蔵(144)は村 内中央部に設置 されいるが,寛 永検地帳では
御蔵 屋敷 とな っている。 機能 が変 わ ったの であろ う。 空地(238・258・293・300)は村内 南方 に点在 し
て い るが,荒 地 で はな く,ど の よ うな こ とにその原 因 があ るの か不 明であ る。墓 場(47・175.259・
255)は4ケ所ある。墓場は家墓であろうが,実 際には もう少し多いようである。墓場のほか村内南
西部台地端に古塚(214)があるがその謂れは今の ところ不明である。
洲上の旧麻生玉造小川通の脇 には樫の木 と松(三 本松)が 描かれている。それらの樹木は村民が親




以上では,絵 図を中心 に概要を見たが,こ こでは先ず寛永検地帳の屋敷地 とその名請人を掲げよ
う⑰⇒。永 山村の寛 永検 地帳の屋 敷地は帳上の567筆目か664'_目に記 載 されてお り,小 字名 も付 され
ていない。従ってそのおおよその位置を把握することも困難なのだが,以 下,筆 番号を付 して永山村
寛永検地帳の屋敷地 とその名請人を掲げ,そ の屋敷地面積を村絵図のそれ と照合すると次頁のご とく
比定することが可能である。
絵図に見出・せない屋敷地が8筆 あるが,寛 永検地帳上の屋敷地98華中90筆が上記のごとく絵図上
の屋敷地に比定できる。そ して寛永検地帳上の屋敷地の所在を追 ってい くと,屋敷地は村内の小地域
的なまとま りごとに秩序立って記載 されていることがわかるが,こ のことは比定に大 きな誤 りのない
ことを示唆 しよう。最初の2筆 の屋敷地 の所在は不明だが,屋 敷地は村内南西隅,小 字で云 えば二
ッ家 ・堀川:方面か ら記載が始まっているようで,そ こには筆番号569の屋敷地1筆 しか確認できない

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































～664,のご と くな る。615のように どこに入れた らよいか,567～569を1グルー プ と見て よいか等
判断できないものもあるが,567～569を1グループ とすれば永山村の寛永検地帳上の屋敷地名請人
は14の地 域的 ま とま りを もったグルー プか らな って い るこ とが理解 され る。 もう少 し大 き くま とめ
る ことも可能だが,こ こでは上 記の ように捉 えてお こう。
寛永検地帳上の屋敷地の名請 けを見ると,一人で3筆 以上の屋敷地を名請けする者が見られる。
半右衛門 ・甚平 ・清右衛門 ・七兵衛 ・市之丞の5名 で,彼 らは村内における上層の大規模耕地所持
者であるが,彼 らの屋敷地の名請けを見 ると,村 内最大の耕地所持者半右衛門は4筆 の屋敷地 とほ
かに分付主 として6筆 の屋敷地を名請けし,2・番目の耕地所持者甚平は5筆,3番 目の耕地所持者清
右衛門は4筆,4番 目の耕地所持者七兵衛は5筆,16番目の耕地所持者市之丞は3筆 をそれぞれ名請
け している。市之丞については明らかではないが,そ のほかの名請人の屋敷地のあ り方を見ると,い
ずれも先の屋敷地グループの一つで多 くの屋敷地を占居し,他 のグループには1,2筆の屋敷地を有
してい る。 半右 衛門 に ついて 見 る と,616～624のグル ー プ9筆 中 に分 付主 として の名請 け を含め8
筆 まで を も占居 し,他 の1筆 を641～646のグル ー プに有 し,甚 平は589～597のグルー プ9華 中の3
筆 を,610～614のグルー プ5筆lllの2筆をジ七 兵衛 は648～652のグルー プ5華 中の4筆 を・586㌻
588のグル ープ3筆 中1を それ ぞれ有 するご とくであ る。
最も大 きい屋敷地は甚平 ・七兵衛など屋敷地筆致の集中する地域にある。半右衛門の最大屋敷地2
反3畝 の所在位置は不明だが,半 右衛門の場合 も屋敷地筆数の集中する616～624のグループ内に最
も大きな屋敷地はあったのではないか と考えられる。屋敷地の集中する場所 とそうでない場所 との距
離はまちまちで,甚 平の場合はグループに占める屋敷:地の割合は低いが,甚 平が屋敷地を有するグ
ル ープは隣 接 してい る。
分付関係に隷属的関係を認めるとすれば,永 山村には 自立度の高い隷属農民家風が存在するから,
分付 となった名請人はそのように考 えられるが,以 上のような地域的まとまりをもった屋敷地のグ
ループの性格 としては,擬 制的関係をも含めた同族団的性格がその核にあ り,その展開として離れた
ところにも屋敷地があるのではなかろうか。
勘弥から牛堀村に本拠を移 し,両村の庄屋をつとめた源之丞の屋敷地の名請けを勘弥及びその付近
に見ると,絵図にはその所持者名が須田源之丞 とあるが,そ の寛永検地帳上の名請けは源藏 となって
い る。源藏 は屋敷 地 を2筆 名請 け して いるが,一 方は641～646のグルー プ 内西端 にあ って,そ の屋
敷地の南側屋敷地の名請人が源之丞 となっているのである。須田家の系譜には源藏の名はない。同家
の系譜の一つには 「為綱ヨリ為成(源 之丞。寛永検地名請人源之丞為湾より二代前の当主)之 間系譜
カ ソ や
残欠不分明,上杉家二属 トモ伝,佐 竹氏二属ル トモ云,初 永山二居住,今 故跡ア リ俗上家 ト唱,門跡
クネ
ヲ字二元門 ト唱,山 柵・ノ下 ヲ垣下 ト唱,元 亀天正ノ頃牛堀墾開ノ後移住 トロ碑二伝候」(読点,括 弧
内筆者)と 記されているが,同 家の先祖は当初絵図の105.10Eの場所に居を構え,村 内東側の谷田開
発にともない,清 水井 もあ り飲料水を確保できる勘弥に屋敷を構 えるようになったのではなかろう














することはなかったのか という疑問ものこるが,現 在の ところその疑問について検討しうる史料 を見
出してはいない。「(永山村絵図)」に示 された寛永検地帳の屋敷地の所在位置を寛永検地時のそれと
捉えつつ,村支配や村内の農民構成 ・村民の社会的結合のあ り方 とその歴史的変化について検討を加
えなければならないが,こ こでは永山村の寛永検地帳の大方の屋敷地の所在が判明できたことを確認




(3)木村 東一一郎 『村図の歴 史地理学』 によると,肥 前国で は200×299cmと300×399cmの大 きさが村絵 図の56
%を占めているが,管見の限 り関東では195x277cmの絵図は大きい部類に入るのではないかと思われる。
(4)「潮来御領村々庄屋姓名録」(須田本家文書)。
(5)この トレースは絵図 を54分割 して写真に撮 り,B6サ イズにプ リン トア ウ トし,接 合 した ものを トレースする
という方法を採 った。
(6)以上,『新編常陸国詰』(常陸書房)を 参照。
(7)『水戸市史』中巻(…)を参照。
(8)「寛文三年ヨリ永留」(須田本家文書)。
(9)享保年18年2月「乍恐以書付御願申上候事」(「寛文三年 ヨリ永留」収載)。
㈹ 注(3)に同 じ。
(ll)「(南領村々寺社調書)」(須田本家文書 「須田氏秘録之三」収載)。
(② 旧牛堀町役場所蔵。
㈹ 永山村の寛永検地帳については本紀要第50冊の拙稿を参照されたい。
(かどまえ ・ひろゆき 文学部教授)
